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第 1 章では、環境マネジメントの先行研究を整理し、 180 が開発した環境マネジメントシステムについて紹介する
とともに、全体の構成を示している。
第 2 章では、海外と日本の事例をもとに、 180 の環境マネジメントシステムの特徴、その効用と弊害について取り
まとめている。






























(1) 国際標準である 180140008 の環境マネジメントの意義、効果、課題を系統的に明らかにして、そこでは商品
やサービスの連関をもっ産業主体聞の連携による環境マネジメントへと発展させること、環境パフォーマンスの向上
に焦点を与えること、などの今後の方向性を明らかにしていることは、きわめて的確な指摘である。







ンj から「監視・測定J を介して「経営層の見直しJ につながる因果関係が高い相関を示すことを明らかにしている。
性) 10 社の環境報告書を用いて、その記述内容に対してエコステージ評価を試み、環境マネジメントのシステム項
目(マネジメント・パフォーマンス指標)が高い場合には、総じて、エコステージのパフォーマンス項目(オベレー
ショナル・パフォーマンス指標)が高いことを見出している。同時に、システム項目においても「環境方針の管理J
が各事業所ともに高い得点であるのに比較して、「情報公開」をともなう「外部コミュニケーションJ や「経営層に
よる見直しJ と「予防措置J が低いことが明らかにされていて、今後の環境経営の方向性を示している。
以上のように、本論文は、独自に開発したエコステージを用いて、事業活動が直接、間接に環境に影響を与えるの
を軽減、防止、回避する環境行動を構想、立案、実行、評価する枠組みを具体的に示し、実際の導入例をもとに、事
業所のマネジメント・システムづくりが環境ノξフォーマンスの向上につながり、それが経営の財務的側面の改善にも
結びついていることを、経営指標やパフォーマンス指標の値をもとに明らかにしており、環境マネジメントの技術的
側面として意義がある。よって本論文は環境工学とりわけ環境システム学の発展に貢献し、博士学位論文として価値
あるものと認める。
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